
 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52421 幼児と健康Ⅰ 
Health for Early Childhood Ⅰ

伊藤 智式 専門 1 必修 1年後期

　幼児の発育発達と健康についての理解を深める。また、幼児の興味や関心、能力に応じた遊びを学び、心
と体の健康を促す運動や基礎的運動技能習得の過程を理解する。そして、保育者として必要な運動と健康に
関する技能を身につけるとともに、子どもの活動に関わる安全管理について学ぶ。

①幼児の心と体の発育発達と健康について学ぶ。 
②幼児の能力に応じた運動遊びについて学ぶ。 
③幼児の運動技能の習得過程について学ぶ。 
④幼児の活動に関する安全管理を学ぶ。

①幼児の心と体の発育発達と健康について説明できる。 
②幼児の能力に応じた運動遊びを系統的に理解し実践できる。 
③幼児の運動技能の習得過程を説明できる。 
④幼児の活動に関する安全管理の方法を理解し実践できる。

自己の課題を認識し、自発的に学修を取り組むことができる。

グループ活動において、他者の意欲が高まるような積極的な働きかけができる。

幼児の遊びの技能とその指導法を習得できるように粘り強く取り組むことができる。

子どもの活動に関わる安全管理についての問題点を認識できる。

授業の予習復習において、計画的に学修を進めることができる。

与えられた課題に取り組み、それをどのように応用し発展させるかを創造できる。

グループ活動において、自分の役割を自覚し、自分の考えを分かり易く相手に伝えることができる。

他者の意見を尊重し、聞き入れることができる。

自分と異なる意見や考えを理解し、建設的な働きかけができる。

周囲の状況に配慮した適切な行動ができる。

無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。

ストレスの原因を客観的に分析し、これを克服することで、自分が成長できると捉えることができる。

テキスト： なし。　参考資料を随時配布します。 
参考文献：「たのしい運動あそび」岩崎洋子著：チャイルド本社． 
「体育あそび」米谷光弘著：ひかりのくに株式会社． 
「保育所保育指針」厚生労働省.「幼稚園教育要領」文部科学省. 
「幼保連携型認定こども園教育･保育要領」内閣府.

他科目との関連：幼児と健康Ⅱ、保育内容(健康)、体育実技、体育講義 
関連する資格：保育士、幼稚園教諭二種免許、レクリエーションインストラクター 

・演習で行った内容とその留意点を記録してお
くこと。 
・子どもの視点と保育者の視点の両方から考え
てほしい。 
・演習実技に対し積極的に取り組んでほしい。

・出席が必要回数に満たない場合は無資格となる。 
・課題実技を習得すること。 
・授業態度が悪く、他の学生の迷惑になる学生は退席して
もらう。 



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

 
 
 
    20 

✔

✔

✔

✔

・課題 
「幼児の興味関心と能力に応じた運動遊びについて」 
　　安全管理に留意すべき点も含めて評価する 
「幼児の発育発達と健康について」

✔ 
 
 
    70

✔

✔

✔

・幼児の能力に応じた運動遊びが実践できるか評価する。 
・授業実践記録について評価する。 
・実技において安全管理の有効な方策が実践できているか評価
する。 
・与えられた課題に対し積極的に取り組んでいるか評価する。 
・準備作業やグループワークにおいて、周囲の状況に配慮した
取り組みができるか評価する。

✔

✔

✔

✔

(主体性) 
・自己の課題を認識し、自発的に学修を取り組むことができる。 
(働きかけ力) 
・グループ活動において、他者の意欲が高まるような積極的な働きかけができる。 
(実行力) 
・幼児の遊びの技能とその指導法を習得できるように粘り強く取り組むことができる。 
(課題発見力) 
・幼児体育の指導法や安全管理についての問題点を認識できる。 
(創造力) 
・与えられた課題に取り組み、それをどのように応用し発展させるかを創造できる。 
(発信力) 
・グループ活動において、自分の役割を自覚し、自分の考えを分かり易く相手に伝えることができ
る。 
(傾聴力) 
・他者の意見を尊重し、聞き入れることができる。 
(情況把握力) 
・周囲の状況に配慮した適切な行動ができる。 
(規律性) 
・無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる。 
・欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

・幼児の心と体の発育発達と健康を理解し説明できる。
（A） 
・幼児の能力に応じた運動遊びを系統的に理解し実践で
きる。（A、S） 
・周囲の状況を考慮し、臨機応変に対応ができる。（S）

・幼児の運動遊びの技能を習得できている。（C） 
・幼児体育の指導を理解し実践できる。（B） 
・幼児の活動に関する安全管理の方法を理解し実践
できる。（B） 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

授業のねらいや内容、評価
について学ぶ。幼児の運動
と健康についてのこれまで
の研究成果について学ぶ。

講義 
演習 

幼児の運動と健康
について復習す
る。

幼児の「ボール」を用
いた運動遊びを体験
し、その指導法を理解
できる。

「ボール」を用い
た運動遊びの指導
法を記録し復習す
る。

ものまね遊び、ロープ
を使った遊びを体験し
その指導法を理解でき
る。

ものまね遊び、
ロープを使った遊
びの指導法を記録
し復習する。

マットを使った遊びを
体験しその指導法を理
解できる。

マットを使った遊
びの指導法を記録
し復習する。

巧技台、平均台などの
器具を使った遊びを体
験しその指導法を理解
できる。

器具を使った遊び
の指導法を記録し
復習する。

幼児の基本的な体操と
少人数での運動遊びや
ゲームの様々な方法を
理解できる。

幼児の体操と少人
数でのゲームの方
法を記録し復習す
る。

幼児の基本的な体操と
少人数での運動遊びや
ゲームの方法を理解で
きる。

幼児の体操と少人
数での運動遊びの
方法を記録し復習
する。

歩く,走る,飛ぶ,手足の
動作,ゲームなどを体得
できる。

歩く,走る,飛ぶ,手
足の動作などを記
録し復習する。

45 傾聴
力課
題発
見力 

幼児の基本的な運動と健康
のねらいや意義について学
ぶ。歩く,走る,飛ぶ,手足の
動作,ゲームなどを体得す
る。

演習、実技 
実技についての相
互評価 

45 主体
性実
行力

幼児の基本的な運動と健康
のねらいや意義について学
ぶ。少人数での運動遊びや
ゲームの方法を学ぶ。

演習、実技 
実技についての相
互評価 

45 主体
性実
行力 
 

幼児の基本的な運動と健康
のねらいや意義について学
ぶ。少人数での運動遊びや
ゲームの様々な方法を学
ぶ。

演習、実技 
実技についての相
互評価 

45 主体
性実
行力

幼児の個の動きや遊びを集
団に広げていく方法を学
ぶ。巧技台、平均台などの
器具を使った遊びを体験し
その指導法を学ぶ。

演習、実技 
グループワーク、
実技についての相
互評価 

45 働き
かけ
力　
実行
力 情
況把
握力

幼児の個の動きや遊びを集
団に広げていく方法を学
ぶ。マットを使った遊びを
体験しその指導法を学ぶ。

演習、実技 
グループワーク、
実技についての相
互評価 

45 働き
かけ
力　
実行
力情
況把
握力

幼児の個の動きや遊びを集
団に広げていく方法を学
ぶ。ものまね遊び、ロープ
を使った遊びを体験しその
指導法を学ぶ。

演習、実技 
グループワーク、
実技についての相
互評価 

45 働き
かけ
力　
実行
力情
況把
握力

幼児の「ボール」を用いた
運動遊びを体験し、その指
導法を学ぶ。

演習、実技 
実技についての相
互評価 

45 主体
性実
行力

授業のねらいや内容、
評価について理解でき
る。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

幼児の「縄とび、新聞」を
用いた運動あそびを体験
し、その指導法を学ぶ。

幼児の「縄とび、新
聞」を用いた運動あそ
びを体験し、その指導
法を理解できる。

「縄とび、新聞」
を用いた運動遊び
の指導法を記録し
復習する。

演習、実技 
実技についての相
互評価 

幼児の「フープ、タス
キ、棒」を用いた運動
遊びを体験し、その指
導法を理解できる。

「フープ、タス
キ、棒」を用いた
運動遊びの指導法
を記録し復習す
る。

演習、実技 
実技についての相
互評価 

授業の中で体験した実
技とその理論につい
て、幼児、保育者それ
ぞれの視点に立って考
察ができる。

幼児、保育者それ
ぞれの視点でこれ
までのまとめをす
る。

幼児の自由遊びから
ルールのある遊びへの
展開について具体的な
遊びを理解できる。

幼児の自由遊びか
らルールのある遊
びへの展開につい
て復習する。

幼児の自由遊びから
ルールのある遊びへの
展開について具体的な
遊びを理解できる。

幼児の自由遊びか
らルールのある遊
びへの展開につい
て復習する。

幼児の自由遊びから
ルールのある遊びへの
展開について具体的な
遊びを理解できる。

幼児の自由遊びか
らルールのある遊
びへの展開につい
て復習する。

幼児の「玉入れ、マト
当て」を用いた運動遊
びを体験し、その指導
法を理解できる。

「玉入れ、マト当
て」を用いた運動
遊びの指導法を記
録し復習する。

45 主体
性実
行力
　

幼児の「フープ、タスキ、
棒」を用いた運動遊びを体
験し、その指導法を学ぶ。

45 主体
性実
行力
　

幼児の「玉入れ、マト当
て」を用いた運動遊びを体
験し、その指導法を学ぶ。

演習、実技 
実技についての相
互評価 

45 主体
性実
行力
　

幼児のルールのある遊びを
通して、子ども健康に関わ
る心と体の発達の意義につ
いて学ぶ。

演習、実技 
グループワーク、
実技についての相
互評価 

45 働き
かけ
力　
実行
力規
律性

幼児のルールのある遊びを
通して、子ども健康に関わ
る心と体の発達の意義につ
いて学ぶ

演習、実技 
グループワーク、
実技についての相
互評価 

45 働き
かけ
力　
実行
力規
律性

幼児のルールのある遊びを
通して、子ども健康に関わ
る心と体の発達の意義につ
いて学ぶ

演習、実技 
グループワーク、
実技についての相
互評価 

45 働き
かけ
力　
実行
力規
律性

授業の中で体験した実技と
その理論について、幼児、
保育者それぞれの視点か考
察する。

演習 45 傾聴
力課
題発
見力












